キョウイク ケイ ダイガク ガクブ ノ キョウシ キョウイク ノ カイゼン : ショトウ シャカイカ ナイヨウ ロン ショトウ シャカイカ キョウイク ホウ ノ ジッセン オトオシテ by 紙田 路子 et al.









































































































































































































































第 1 回 なぜ社会科を学ぶのか～イギリスのＥＵ
離脱とトランプ政権の樹立から考える 
第 2 回 社会科で構築すべき概念とはどのような
ものか 
第 3 回 概念はどのように明らかになるか～帰納
的方法と演繹的方法 
第 4回 価値判断とは何か～効率と正義 
第 5回 小学校社会科学習の目標と内容 
第 6 回 第 4 学年「飲料水の確保」の学習～公共
事業と民間事業 
第 7回 三野浄水場の見学 
第 8 回 第 3 学年「地域にみられる生産や販売の
仕事について」～生産と消費をつなぐ流通




第 9 回 第 3 学年「身近な地域や市区町村の地理
的環境」の学習～地理的見方・考え方とは 
第 10 回 第 4 学年「地域の発展に尽くした先人」
の学習～芋代官－井戸平左衛門（島根）と 
坂本養川（長野）から考える 
第 11回 第 5学年「我が国の工業生産」について
の学習～「生産とは情報の転写である」－ジ
ャストインタイムのしくみ 
第 12回 第 5学年「我が国の産業と情報の関わり」
①～コンビニエンスストアによる情報の活
用 
第 13回 第 5学年「我が国の産業と情報の関わり」 
②～情報とは何か 
第 14 回 第 6 学年「現代社会のしくみや働きと
人々の生活」①～憲法における基本的人権
の尊重とは 


























第 12 回 我が国の産業と情報
の関わり① 
経済学 




第 14 回 現代社会のしくみや
働きと人々の生活① 
政治学 




































































































































 55 人 
 この分野への興味、関心が高まった 
 
 37 人 
 この分野での技能・技術が向上した 
 
 22 人 
 この分野と他分野との関連性につい
て理解が深まった 
 8 人 
 今後の進路の参考になった 
 
 9 人 
 学習方法の改善に役立った  5 人 
 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝやﾌﾟﾚｾﾞﾝ力が高まった 
 
 8 人 
 その他  0 人 
 
 






第 1回  社会科教育の目的，内容，方法について
～戦後社会科教育の目的，内容，方法の変
遷の概要から考える 
第 2回  新学習指導要領をどう評価するか 
第 3回  問題解決学習の理論と方法～第 4学年 
単元「郷土の輸送」，第 3学年単元「福岡駅」の分
析を通して 
第 4 回  系統学習の理論と方法～高等学校第 1
学年社会科授業「自然と人間‐気候－」の
分析 
















第 8回  授業修正案の発表 
第 9回  単元計画作成①～ＭＱの設定 
第 10回  単元計画作成②～ 
「問いと知識の構造図」 
第 11 回  単元計画作成③～単元構想の作成およ
び単元の目標の設定 
第 12回  単元計画作成④～授業案の作成 
第 13回  単元計画発表① 
第 14回  単元計画発表② 



































































































元計画（第 1次，第 2次，第 3次の内容）






































































































































































































































































































































































































































































































【資料９ 学生のインタビュー のまとめ】 


































































 第 2 は，現在の社会問題，教育問題に正
統的にアクセスすることのできる講義内容
や教材を取り入れたことである。知識は状
況に埋め込まれたものである。つまり状況
が変われば取り上げるべき知識も変える必
要がある。「初等社会科内容論」および「初
等社会科教育法」ともに，教育・社会問題に
直結するトピックを扱った。学生は概念や
学習理論を「机上のもの」ではなく，実際の
社会で使われ，生かされているものととら
えることで，自身の「教科観」「授業観」を
構築していったものと考える。 
 これらの講義の内容が，学生の教育実践
力にどのようにつながったか分析していく
ことが今後の課題である。 
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